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献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

京
都
市
右
京
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

平
成
26
年
度
教
養
教
室

受
講
生
募
集
の
お
し
ら
せ

認
知
症
や
物
忘
れ
が
あ
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い

〜
配
慮
が
必
要
な
人
の
生
活
を

支
え
る
支
援
員
を
募
集
〜

　

「
宝
石
や
着
物
買
い
ま
す
」「
こ

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
か
け
れ
ば
幸
福

に
な
り
ま
す
」
な
ど
、
自
宅
へ
の

強
引
な
訪
問
買
い
取
り
や
、
申
し

込
ん
で
い
な
い
商
品
を
送
り
つ
け

る
「
送
り
つ
け
商
法
」
の
被
害
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
一
人

暮
ら
し
の
認
知
症
高
齢
者
や
自
己

判
断
に
不
安
を
持
つ
障
害
が
あ
る

方
に
被
害
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

右
京
区
社
協
で
は
、
そ
の
よ
う

な
方
々
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
毎

　

区
民
の
皆
様
の
文
化
・
芸
術
活

動
を
支
援
し
、
地
域
文
化
の
発
展

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
「
右
京

区
民
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間　

２
月
21
日（
金
）〜
24

日（
月
）

場
所　

サ
ン
サ
右
京
５
階
会
議
室

★
展
示
作
品
の
募
集
締
切
間
近
！

１
月
24
日（
金
）必
着
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
力
推
進
室　

ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
社し

ゃ

協き
ょ
う

日
の
金
銭
管
理
を
支
援
す
る
「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業（
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
）」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
事
業

を
支
え
る
「
生
活
支
援
員
」
の
養

成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
25
日（
火
）、
３
月
４

日（
火
）、
11
日（
火
）の
全
３
回
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分
。

会
場　

ひ
と
・
ま
ち
交
流
館 
京

都　

３
階

申
込
方
法　

電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い（
申
込
制
）。

問
右
京
区
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
865
・
８
５
６
７

２
月
24
日（
月
） 

午
前
10
〜
12
時

午
後
１
〜
３
時
30
分

京
都
フ
ァ
ミ
リ
ー

問
健
康
づ
く
り
推
進
課

管
理
担
当　

☎
861
・
２
１
７
６

ま
ち
づ
く
り

大
学
リ
レ
ー
講
座

の
お
知
ら
せ

◆
京
都
光
華
女
子
大
学

■
光
華
こ
ど
も
ひ
ろ
ば

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
ま
せ
ん
か

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時

２
月
４
日（
火
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

２
月
18
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

対
象　

保
護
者
同
伴
の
乳
幼
児

（
未
就
園
児
）

場
所　

大
学
慈
光
館
１
階　

保
育

実
習
室

問
こ
ど
も
保
育
学
科

☎
325
・
５
４
９
８

＊
自
家
用
車
で
の
来
場
不
可

　

年
末
に
お
け
る
特
別
警
戒
活
動

に
伴
い
、
右
京
防
犯
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
長
が
約
１
カ
月
半
を
要

し
て
作
成
し
た
特
別
警
戒
活
動
啓

発
用
の
大
凧
が
、
今
年
も
右
京
警

察
署
前
に
１
月
の
上
旬
ま
で
掲
示

さ
れ
ま
し
た
。

９ｍ×6.2ｍのビックサイズ

　

今
年
で
27
年
目
と
な
る
大
凧
掲

示
は
、
今
で
は
右
京
区
の
師
走
の

風
物
詩
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ひ
っ
た

く
り
防
止
カ
バ
ー
推
進
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
く
り
カ
バ
」
く
ん
が
大

凧
の
中
心
を
飾
り
ま
し
た
。　
　

　

大
凧
に
は
「
築
こ
う
！
安
心
の

街
右
京
区
〜
く
り
カ
バ
で
ひ
っ
た

く
り
撃
退
〜
」
の
文
字
が
染
め
ら

れ
、
犯
罪
や
高
齢
者
事
故
の
撲
滅

を
願
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

参加者全員で記念撮影

問
右
京
警
察
署
☎
865
・
０
１
１
０

右
京
警
察
署
か
ら

の
お
し
ら
せ

右
京
の
安
心
・

安
全
コ
ー
ナ
ー

  

第
27
回

「
右
京
区
民
美
術
展
」

右
京
の
歴
史
・
文
化

芸
術
講
座（
無
料
）

テ
ー
マ　
「
古
代
ロ
マ
ン
漂
う
嵯

峨
野
」

講
師　

坂
口　

博は
く
お
う翁
氏（
真
言
宗　

大
覚
寺
派　

別
格
本
山
覚

か
く
し
ょ
う
い
ん

勝
院

住
職
）

日
時　

２
月
19
日（
水
）午
後
２
時

〜
３
時

会
場　

右
京
区
役
所 

５
階
大
会

議
室

定
員　

100
名
程
度（
要
申
込
・
先

着
順
）

申
込
先　

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

（
４
面
上
部
参
照
）

募
集
期
間　

１
月
15
日（
水
）〜
31

日（
金
）

問
地
域
力
推
進
室　

ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４

　

太
極
拳
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ち

ぎ
り
絵
、
書
道
、
水
墨
画
、
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
、
着
付
け（
内
容
の
変

更
の
場
合
あ
り
）
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
対
象
は
京
都
市
在
住

で
60
歳
以
上
の
初
心
者
の
方（
再

受
講
・
経
験
者
は
不
可
）。
受
講

無
料（
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
）。

受
講
期
間　

平
成
26
年
４
月
〜
27

年
３
月

申
込
期
間　

２
月
１
日（
土
）〜
15

日（
土
）

申
込
方
法　

ご
本
人
の
直
接
来
所

に
て
申
し
込
み
。

＊
お
一
人
一
教
室
に
限
り
ま
す
。

問
京
都
市
右
京
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー　

☎
865
・
８
４
２
５

右
京
区
認
知
症
市
民
公
開
講
座

〜
知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の
知
識
〜

入
場
無
料
・
申
込
不
要

　

「
八
重
の
桜
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ

や
「
美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」
な

ど
を
演
奏
。
定
員
448
名（
先
着
順
）。

日
時　

２
月
16
日（
日
）午
後
２
時

開
演（
約
２
時
間
）

会
場　

右
京
ふ
れ
あ
い
文
化
会
館

ホ
ー
ル

主
催　

京
都
市
右
京
ふ
れ
あ
い
文

化
会
館（
公
益
財
団
法
人
京
都
市

音
楽
芸
術
文
化
振
興
財
団
）、
Ｎ

Ｅ
Ｏ
吹
奏
楽
団
、
京
都
市

問
右
京
ふ
れ
あ
い
文
化
会
館　

☎
822
・
３
３
４
９

平
成
25
年
度
文
化
芸
術
活

性
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業　

Ｎ
Ｅ
Ｏ
吹
奏
楽
団

第
23
回
定
期
演
奏
会

献血推進キャラクター
ちっち

参
加
無
料
・
申
込
不
要

＊
一
般
市
民
で
先
着
200
名

　

「
認
知
症
の
医
学
知
識
・
認
知

症
の
人
と
家
族
の
思
い
・
医
療
と

介
護
の
連
携
」
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
開
催
し
ま
す
。

講
演　

国
立
病
院
機
構　

宇
多
野

病
院　

脳
神
経
内
科　

医
長　

須

藤　

慎
治
氏

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

京
都

府
支
部
副
代
表　

山
添　

洋
子
氏

日
時　

２
月
15
日（
土
）　

午
後
２
時
〜
５
時

会
場　

花
園
会
館　

教
化
ホ
ー
ル

＊
本
講
座
は
、
京
都
市
の
「
平
成

25
年
度
認
知
症
対
応　

地
域
支
援

推
進
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

問
右
京
医
師
会　

☎
872
・
９
８
５
０

「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
　

  

京
北
合
同
庁
舎
に
開
設

　

乳
幼
児
と
そ
の
パ
パ
・
マ
マ
が

つ
ど
う
「
京
北
に
こ
に
こ
広
場
」

が
、「
つ
ど
い
の
広
場
」
と
し
て

１
月
15
日（
水
）、
京
北
合
同
庁
舎

３
階
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
開
設
日
時
は
週

５
回（
木
・
日
曜
日
は
休
所
）、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
。
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
児
童
家
庭
課　

☎
251
・
２
３
８
０

右
京
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
金

　

右
京
区
ま
ち
づ
く
り
区
民
会
議

の
活
動
資
金
と
し
て
、
よ
り
良
い

ま
ち
、
住
み
や
す
い
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
の
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

協
賛
金
の
金
額　

法
人
会
員 

１
口 

５
万
円　

個
人
会
員 

１
口 

千
円　

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災

担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金「
だ
い

す
き
っ
！
京
都
。
寄
付
金
」

　

平
成
25
年
度
か
ら
「
地
域
振

興
」
の
応
援
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
り

「
右
京
区
で
使
っ
て
ほ
し
い
！
」

な
ど
、
区
を
指
定
し
て
寄
付
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く

と
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
寄

付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す（
た

だ
し
、
控
除
額
は
、
所
得
や
寄
付

金
額
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

問
市
財
政
課　

☎
222
・
３
２
９
０

地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災
担

当　

☎
861
・
１
７
８
４

右
京
の
ま
ち
の
た
め
に
、ぜ
ひ
と
も
ご
支
援
を
!!

25
年
度
分
に
つ
い
て
、
12
月
18
日

時
点
で
次
の
金
額
の
お
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

・
右
京
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
金　

　

127
万
８
千
497
円

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
（
右
京

区
）　

58
万
円

●
前
か
ご
に
は
ひ
っ
た
く
り
カ

バ
ー
を
付
け
よ
う

●
自
転
車
盗
防
止　

目
指
せ
犯
罪

ゼ
ロ
の
街

●
自
転
車
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安

全
に

●
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
止

●
暴
力
団
追
放

須藤 慎治氏

坂口　博翁氏

地域力推進室　まちづくり推進担当の職員

素敵な作品をお待ちしています！

情報掲示板
税

平成26年度　市・府民税の主な変更点
■個人市・府民税の均等割額の引上げ
  東日本大震災を踏まえ、橋りょうの耐震補
強・修繕や、学校や防災活動拠点などの耐震
化促進などの防災事業の財源を確保するため、
平成26年度から35年度までの10年間、個人
市・府民税の均等割額を引き上げます。これ
により、個人市民税・府民税の均等割額がそ
れぞれ500円ずつ引き上げられ、均等割額(年
額)は個人市民税が3,500円、個人府民税が
1,500円となります。
■給与所得控除の改正
　給与などの収入金額が1,500万円を超える場
合の給与所得控除について、245万円の上限が
設けられました。
■給与所得者の特定支出控除の見直し
　給与所得者の特定支出控除について、給与
所得者の実額控除の機会を拡大する観点から、
弁護士・税理士などの資格取得費や勤務必要
経費(図書費・衣服費・交際費など)が特定支出
に追加されました。
　また、適用判定の基準についても給与所得
控除額の２分の１に緩和されました。
■「65歳以上の方に係る５割減額措置」の廃止
に係る経過措置の終了
　「65歳以上の方に係る５割減額措置」が廃止
されることに伴って、負担の激変緩和を図る
ために設けられた経過措置(税額の４分の１を
減免して課税)が終了し、平成26年度から本来
の課税となります。
問市民税課　☎861-1524

１月31日は市・府民税第４期分の納期限です
　納期限を過ぎると、延滞金がかかることがあ
りますので、ご注意ください。市税の納付に
は、便利で確実な口座振替をご利用ください。
問課税内容：市民税課市民税担当 ☎861-1524
　納付相談：納税課　☎861-1849
　口座振替：市納税推進課　☎213-5466

２月・３月は「滞納整理強化期間」です
　この期間中は、昼間や平日に不在の方を対象
に夜間・休日の納税催告などを実施します。納
付に進展がない滞納者に対しては、法令の規定
に基づき徹底した財産調査や差押えを行いま
す。特別な事情があって市税の納付が困難な場
合は、納税相談を受け付けていますので早急に
納税課までお越しください。
問納税課　☎861-1849
　　　　　 福祉・健康

国民健康保険からのお知らせ
　京都市国保など医療保険に加入している40
歳から64歳までの方は、介護保険第2号被保険
者となります。介護保険第2号被保険者がいる
世帯の国民健康保険料は、医療分保険料、後期
高齢者支援分保険料に介護分保険料を加えた金
額となります。
　しかし、介護保険適用除外施設に入所中の方
は、介護保険の被保険者となりませんので、入
所中は介護分保険料がかかりません。
　京都市国保に加入中の40歳から64歳までの
方が介護保険適用除外施設に入所、または施設
から退所された場合には、14日以内に必ず保
険年金課へお届けください。
問保険年金課　資格担当　☎861-2032
京北出張所　福祉担当　☎852-1815

暮らし

受水槽の法定検査はもうお済みですか？
　受水槽の有効容量が10㎥を超える「簡易専
用水道」は、日常点検(水槽の清掃、亀裂、破
損の確認など)に加え、年に１回以上の厚生労
働省登録検査機関での法定検査(受水槽や周囲
の状況、水質などの検査)を受けなければなり
ません。今年度、法定検査を受けていない受水
槽設置者(管理者)の方は、必ず法定検査を受け
てください。
問衛生課　☎ 861-2186

法務局休日相談所開設　相談無料・予約優先
日時　２月16日(日）　午前10時～午後４時
会場　イオンモール京都五条　３階特設会場
相談対応　法務局職員、司法書士、土地家屋調
査士、人権擁護委員、公証人
相談内容　登記、戸籍・成年後見・国籍、供
託、人権・遺言書・公正証書
予約受付　２月３日(月) ～14日(金) 
問京都地方法務局総務課　☎ 231-0148

文　化
右京中央図書館

特集コーナー
１月「新しいものをはじめる」「京の史跡を歩く」
２月「The 文学」「みやこの着だおれ」
問右京中央図書館　☎871-5336

１月25日(土)
10:30～12:00 京北合同庁舎前
２月３日(月)
11:00～11:40 西京極小学校
13:00～13:40 葛野小学校
２月５日(水)
13:10～13:40 嵯峨小学校
２月６日(木)
13:00～13:50 高雄小学校
問移動図書館　☎801-4196

移動図書館　こじか号

■市・府民税の申告は市民税課へ
対象：
●平成26年１月１日現在、市内在住で、25年中の

所得金額が市・府民税の基礎控除額、配偶者控除

額、扶養控除額の合計額を超える方。

●25年中に収入がなく、課税証明などの所得額の

欄に「０円」と記載が必要な方(未申告の方は課

税証明などの所得額の欄が空白となります)*25年

分の所得税等の確定申告をされる方や、25年中の

所得が給与だけで、勤務先から給与支払報告書が

提出されている方は、通常、申告は不要です。

■所得税及び復興特別所得税の確定申告は確定申
告会場へ

対象：
●事業所得や不動産所得などから算出される所得

税額がある方

●給与所得以外の所得金額が20万円を超える方、

給与収入が２千万円を超える方

●昨年の途中で退職されて年末調整ができていない方

●給与所得者や公的年金受給者で住宅ローン控

除・医療費控除・寄付金控除・給与や年金から天

引きされていない社会保険料控除などがあり、申

告で源泉徴収された所得税等が還付される方

＊平成25年から復興特別所得税が創設され、所得

税とあわせて納めていただきます。

＊平成26年１月から記帳・帳簿などの保存制度の

対象者が拡大されました。

詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

■公的年金などを受給されている方へ
①公的年金などの収入金額(２カ所以上の場合は合

計額)が400万円以下

②公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20

万円以下の場合は確定申告が不要です。

＊①と②の両方に該当する方でも、医療費控除、

寄附金控除、年金から天引きされていない社会保

険料控除などによる所得税等の還付を受けられる

場合は、確定申告書を提出してください。

　また、確定申告をされない方で、市・府民税で

控除の適用を受ける場合は市・府民税の申告書の

提出が必要です。

問右京税務署 ☎311-6366 市民税課 ☎861-1524

＊ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。　＊相談者が多数の場合は早めに受け付けを終了しますので、お早めにご来場ください。
＊譲渡所得・贈与税については京都府中小企業会館２階大ホールの確定申告会場、相続税については右京税務署でご相談ください。
＊給与所得者の還付申告や公的年金収入のみの簡易な確定申告書（作成済に限る）については、申告期間内に限り、右京区役所市民税課でも受け付けます。

会場 開設期間 開設時間 場所

右京税務署
の申告会場

京都府中小企業
会館２階大ホール

2月5日（水）～３月17日（月）
＊土・日・祝日を除く

午前 9時～午後 5時
（午後４時ごろまでにご来場願います。）

西大路五条約200ｍ下る東側
（阪急・西院駅より南に徒歩15分、市バス「西大路五条」下車
徒歩1分、ＪＲ・丹波口駅より徒歩13分） 

＊上記の期間中は、右京税務署庁舎内には確定申告会場は設けていません。開設期間中、右京税務署では、納税および納税証明書の発行のみを行ないます。
＊申告会場では、電話によるお問い合わせは受け付けていませんので、右京税務署へお電話ください。
＊申告会場では、納付することはできませんので、最寄りの金融機関で納付してください。

地区相談
会場

京北合同庁舎内　
大会議室 ２月24日（月） 午前９時30分～12時、

午後１時～３時30分

広域申告
センター

池坊短期大学　
美心館　地階
アッセンブリホール

２月23日（日）と３月２日（日）の
２日間のみ 午前９時～午後５時 ・地下鉄四条駅・阪急烏丸駅　地下通路26番出口徒歩２分

・バス　四条烏丸バス停前

確定申告会場

市・府民税、所得税等の申告はお早めに【申告期間】２月17日（月）～３月17日（月）　
＊土・日は除く

　申告書等は国税庁ホーム

ページの「確定申告書等作成

コーナー」をご利用ください。

インターネットでご送信いた

だくか、印刷して郵送などで

ご提出いただけます。

申告会場は
大変混雑します！

地域力推進室
波多野総務・防災課長

個人会員には
特製ピンバッジを
進呈します！！


